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令和４年度 新世紀 JA 研究会 事業報告 

（令和４年 10 月 1 日～令和５年 9 月 30 日） 

 

新世紀 JA 研究会 

 

＜会員の状況＞ 

〇一般会員（JA 等団体） ４８会員 

４員減（稲敷農業協同組合、はが野農業協同組合、東京みらい農業協同組合、

三次農業協同組合） 

１会員増（邑楽館林農業協同組合） 

〇一般会員（個人） ３会員 

〇 賛助会員 ３会員 

 １会員増（公益財団法人 鯉渕学園） 

 
１．新総合 JA ビジョン確立のための危機突破課題別セミナー 

実参加・ズームオンライン併用で、原則として毎月開催してきました。詳細
は、ホームページをご覧ください。 
 

（第 40 回）金融情勢の変化と JA グループの信用事業戦略  

令和 4年 10 月 20 日（木） 13 時 30 分～16 時 50 分 神田 

（第 41 回）「食料・農業・農村基本法」見直しの視点～基本法改正に備える 

令和 4年 11 月 17 日（木） 13 時 30 分～16 時 50 分 農林水産省 

（第 42 回）荒廃農地復活日本一の取り組み 

令和 5 年 2 月 9 日（木） 13 時 45 分～16 時 45 分 JA グループ茨城「クオリ

テ Lab」（茨城県 JA 会館 1 階） 

（第 43 回）JA 共済事業の監督指針の改正とその対応について 

令和 5年 3 月 7 日（火） 13 時 30 分～17 時 10 分 神田 

（第 44 回）令和５年度事業計画策定・実施上の留意点について（経済事業） 

令和 5年 3 月 24 日（金） 13 時 30 分～16 時 35 分 神田 

（第 45 回）農泊回復へ 700 万人目標 

令和 5年 5 月 29 日（月） 13 時 30 分～16 時 50 分 神田 

（第 46 回）食料・農業・農村基本法改正の中間報告について 

令和 5年 6 月 22 日（木） 13 時 30 分～17 時 神田 

（第 47 回）JA 組織の特性を踏まえた DX をどのように進めるか 

令和 5年 7 月 21 日（金） 13 時 30 分～17 時 神田 

（第 48 回）ここまで来た～みどりの食料システム戦略 

令和 5年 8 月 24 日（木） 13 時 30 分～16 時 45 分 神田 

（第 49 回）多様性を生かす JA の人事政策とは 

令和 5年 9 月 26 日（火） 13 時 30 分～16 時 45 分 神田 
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２．全国現地セミナー 

(1)  第 28 回現全国地セミナー―JA 運動の展開方向を問う― 

 令和 4 年１２月１５日（木）に JA 世田谷目黒と共催で、日本教育会館におい

て全国現地セミナーを開催しました。食料・農業・農村基本法」見直しの状況

のもと、「JA 運動の展開方向を問う」として基調講演、現場からの取り組みに

熱心な質疑が交わされました。 

実参加とズーム（オンライン）・録画方式の併用セミナー終了後には、３年

ぶりの再会に話が弾みました。 

 

(2) 第 29 回現地セミナー－きくちのまんま「みどりの食料システム戦略」～堆

肥入り複合肥料（ペレット）の開発－ 

 令和５年４月１３ （木）～１４（金）に JA 菊池と共催で、JA 菊池本所・農

業情報センター「パシオン」において、国現地セミナーを開催しました。来賓

として、JA 熊本中央会宮本会長よりあいさつの後、基調講演として 農林水産

億実として JA 全農（片倉コープアグリ（株））より「堆肥入り複合肥料（ペ

レット）の製造・流通・販売について」 講演が行われました。 

 大会アピールを採択の後、JA 菊池からバスで移動して 交流・懇親会場へ移

り、懇親会が行われました。 

 翌日第２日は、宿泊会場からバスで移動し、キャトルブリーディングステー

ションと有機支援センター合志を視察した後、JA 菊池まんまキッチンで昼食後

解散となりました。 

 

３．ミニ研究会の開催 
公認会計士の甲斐野新一郎氏を講師に迎え、ズーム・オンライン方式で原則

として毎月開催してきました。いずれも 15:00～16:30 の受講しやすい時間と
しました。 

 

① SDGｓとＥＳＧ 10 月 11 日（火） 

② 事務効率化と ICT 11 月 14 日（月） 

③ 中期計画の実行へ向けて～PDCA の実践～ 12 月 16 日（金） 

④ ｲﾝﾎﾞｲｽ制度と販売事業 1 月 17 日（火） 

⑤ 農業生産組織の経営構造(水田受託組織) 2 月 21 日（火） 

⑥ 収益認識会計基準と JA の P/L 4 月 4 日（火） 

⑦ JSOX はどうなったのか 6 月 13 日（火） 

⑧ ｲｰﾙﾄﾞｶｰﾌﾞと信用事業 7 月 11 日（火） 

⑨ 令和 3 年度の JA 経営 9 月５日（火） 

 

４．新世紀 JA 研究会メール会員向けメール配信 
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自由闊達な議論のプラットホームづくりを目的に、年会費千円のネット会員

向けにメールの配信を継続しました。 

メール配信実績：令和 4年 10 月 3 日第 108 号～令和 5年９月８日第 143 号 

現在のメール会員数：105 名 

 

５．ホームページの活用 

 ホームページの活用も定着してきました。全国セミナーやミニ研究会の資料

を公開するとともに、セミナーの録画を順次公開しており、活用が広がってい

ます。 

 

６．要請活動その他 

〇要請活動 

第１回要請 

(1) 令和 5 年 1月 17 日（火）11:00～15:00  

(2) 要請先 

国会議員 

(3) 要請内容 

① アピール文 

② 貯保関係 

(4) 参加メンバー 

萬代宣雄（元 JA しまね）、日野原信雄（農協協会）、福間莞爾（新世紀研）

ほか 

第２回要請 

(1) 令和 5 年 2月 10 日（金）9:30～18:30  

(2) 要請先 

全中、全農、中金、全共連、国会議員、農水省、 

(3) 要請内容 

① アピール文 

② その他 

(4) 参加メンバー 

三角修（JA 菊池）、池田正（JA 水郷つくば）、堀越美樹朗（JA 水郷つくば）、 

八木岡努（JA 水戸）、萬代宣雄（元 JA しまね）、秋山豊（JA 常陸）、成相 

博之（JA しまね）、日野原信雄（農文協）、福間莞爾（新世紀研） 

第 3回要請 

(1) 令和 5 年 5月 11 日（木）9:15～17:00  

(2) 要請先 
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全中、全農、中金、全共連、国会議員、農水省、 

(3) 要請内容 

① 第２９回全国セミナーにかかるアピール文 

② その他 

(4) 参加メンバー 

三角修（JA 菊池）、萬代宣雄（元 JA しまね）山口俊憲（JA しまね）、油原

正明（JA 水郷つくば）、長谷川量平（鯉渕学園）、日野原信雄（農協協会）

福間莞爾（新世紀研） 

＜要望書＞  

〇「全国オーガニック給食フオーラム」への取り組み 

三角修代表が、令和 4年 10 月 26 日開催予定の「全国オーガニック給食フオ

ーラム」の実行委員として加わり、会員に対して参加案内・促進を行いました。 

 

７．総会・役員会の開催 

＜役員会＞ 

(1) 令和４年度第 1 回役員会 

令和４年 11 月 4 日（金）14 時～15 時 ズーム・オンライン 

協議事項 

① 令和３年度事業報告および収支決算（案）について 

② 令和 4 年度事業計画および収支予算（案）について 

③ 令和 4 年度書面総会の開催について 

④ 第 2 回役員会の開催について 

(2) 令和４年度第２回役員会 

令和４年 12 月 14 日（水） 14 時～17 時 

会場 JA 世田谷目黒：ファーマーズセンター2階会議室 

協議事項 

① 第 37 回全国セミナーの運営について 

② アピール文について 

③ その他 

(3) 令和４年度第 3 回役員会 

令和 5 年 4 月 13 日（木） 9 時～11 時 30 分 

 会場 菊池グランドホテル １階会議室 

 協議事項 

① 第 29 回全国現地セミナーの運営につて 

② アピール文について 

 

＜総 会＞ 

(1) 令和４年度第１回総会 
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令和４年１１月２１日（月） 書面による 

書面による協議事項 

 ① 令和３年度事業報告・収支実績（案）について 

② 令和４年度事業計画・収支予算（案）について 

③ 会則の改定について 


